
20242024

No783No783

12

元気いっぱいの発表会！元気いっぱいの発表会！
　12 月７日、 世田米保育園で生活発表会が行われ、 園児たちは緊張しな　12 月７日、 世田米保育園で生活発表会が行われ、 園児たちは緊張しな
がらも保育園生活の中で練習してきた歌や踊り、 劇などを披露し、 集まったがらも保育園生活の中で練習してきた歌や踊り、 劇などを披露し、 集まった
保護者らに成長した姿を見せていました。保護者らに成長した姿を見せていました。



（3） 令和６年１２月２５日　広報すみた（3） 令和６年１２月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年１２月２５日 （2）広報すみた　令和６年１２月２５日 （2）

　

私
た
ち
は
、
過
去
の
経
験
や

周
囲
の
人
間
か
ら
得
た
情
報
な

ど
か
ら
無
意
識
の
う
ち
に
物
事

を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
分
が
持

っ
て
い
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
に
気
付
か
ず
に
い
る

と
、
勝
手
な
思
い
込
み
を
相
手

に
押
し
付
け
て
し
ま
い
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
相
手
を
傷

つ
け
た
り
、
相
手
に
誤
っ
た
評

価
を
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
こ
と
を

「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」

な
ど
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ

と
で
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を

狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

内
閣
府
が
令
和
４
年
度
に
行

っ
た
性
別
役
割
に
関
す
る
調
査

(

図
①
参
照)

で
は
、
上
位
に

入
っ
て
い
る
項
目
が
男
性
は
主

に
家
庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
多

い
の
に
対
し
、
女
性
は
家
庭
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ほ
か
職
場
で

も
言
動
や
態
度
か
ら
性
別
役
割

を
決
め
つ
け
ら
れ
た
経
験
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

★問い合わせ　教育委員会　生涯学習係　☎ 46-3863

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
無
意

識
に
「
こ
れ
は
男
性
が
す
る
こ

と
」「
こ
れ
は
女
性
が
す
る
こ

と
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

自
分
で
は
気
付
い
て
い
な
い

思
い
込
み
や
偏
っ
た
も
の
の
見

方
を
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
」
と
呼
び
、
何
げ
な
い

言
動
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
や
知
識
、
育
っ
た
環
境
、

周
囲
か
ら
見
聞
き
し
た
こ
と
に

影
響
を
受
け
て
自
然
に
刷
り
込

ま
れ
た
、
誰
に
で
も
あ
る
も
の

で
す
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・

バ
イ
ア
ス
と
は
？

　皆さんは「アンコンシャス・バイアス」という言葉を知っていますか？
　男女共同参画社会基本法において、男女共同参画社会の実現は 21 世紀の最重要課題と
して位置付けられていますが、その実現が十分でない要因の一つとして「アンコンシャス
・バイアス」が挙げられます。
　本号では、その「アンコンシャス・バイアス」の問題点について考えていきます。

ど
ん
な
影
響
があ

る
の
？

　

町
で
は
、
男
女
が
一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
、
令
和
２
年
度
に
第
２
次

住
田
町
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
し
、
各
種
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
計

画
が
本
年
度
に
最
終
年
度
を
迎

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
成
果
な
ど
を

踏
ま
え
た
次
期
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
が
今
後
も
住
み
や
す
く

活
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
町
だ
け
で

な
く
、
町
⺠
一
人
ひ
と
り
が
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
輝
か
せ
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
の

取
り
組
み
に
、
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

誰
も
が
個
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
に

男性 女性

１ デートや食事のお金は男性が負担すべきだ 29.4 家事・育児は女性がするべきだ 40.8

２ 男性は仕事して家計を支えるべきだ 29.1 女性は感情的になりやすい 36.2

３ 男性は結婚して家庭をもって一人前だ 28.7 受付、接客・応対 (お茶だし
など )は女性の仕事だ 21.6

４ 家事・育児は女性がするべきだ 26.9 親戚や地域の会合で食事の準備や
配膳をするのは女性の役割だ 34.7

５ 女性は感情的になりやすい 26.6 男性は仕事をして家計を支えるべきだ 34.6

計画は、町ホームペ
ージ（ ＱＲコード）
に掲載しています。

男女共同参画社会の
実現を目指して

～アンコンシャス・バイアスについて考えてみませんか？～

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と

を
思
っ
た
り
、
感
じ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
仕
事
よ
り
育
児
を
優
先
す
る

　

男
性
は
仕
事
へ
の
や
る
気
が

　

低
い

□
親
戚
や
地
域
の
会
合
で
食
事

　

の
準
備
や
配
膳
を
す
る
の
は

　

女
性
の
役
割
だ

□
女
性
に
理
系
の
進
路(

学
校

　

・
職
業)

は
向
い
て
い
な
い

□
男
性
は
人
前
で
泣
く
べ
き
で

　

は
な
い

□
女
性
に
は
女
性
ら
し
い
感
性

　

が
あ
る
も
の
だ

□
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
は
男
性
の

　

方
が
向
い
て
い
る

□
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
、
女
性
が
参
加

　

す
る
べ
き
だ

□
男
性
は
結
婚
し
て
家
庭
を
も

　

っ
て
一
人
前
だ

□
家
事
・
育
児
は
女
性
が
す
る

　

べ
き
だ

□
共
働
き
で
も
男
性
は
家
庭
よ

　

り
も
仕
事
を
優
先
す
べ
き
だ

□
女
性
は
感
情
的
に
な
り
や
す　

　

い
□
男
性
は
仕
事
を
し
て
家
計
を

　

支
え
る
べ
き
だ

習 慣

偏 見

固定観念

常 識

【図１】「直接言われた」あるいは「言動や態度から感じた」経験 (単位：％ )

引用：「令和４年度　性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究」内閣府男女共同参画局

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
は
私
た
ち
の
周
り
に
あ
ふ

れ
、
誰
に
で
も
あ
り
、
完
全
に

な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
自
分
の
判
断
が

思
い
込
み
で
は
な
い
か
と
疑

い
、
気
付
く
こ
と
で
す
。

　
「
ど
う
せ
無
理
だ
」「
み
ん
な

思
い
込
み
を

減
ら
す
た
め
に

〇
〇
だ
」「
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」

と
い
っ
た
言
動
に
気
付
い
た

ら
、
そ
の
言
動
が
無
意
識
に
よ

る
思
い
込
み
か
ど
う
か
を
一
度

考
え
直
し
、
自
分
自
身
の
心
を

客
観
的
に
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
へ
の
気
付
き
は
、
性
別
に
と

ら
わ
れ
な
い
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
第
一
歩
で
す
。

①「べき」「普通は…」に注意！
　「男性なら残業するべき」、「普通は女性なら結婚する
ものだ」など決めつけてしまう前に、立ち止まって考え
てみましょう。

②相手の「サイン」を見逃さない
　自分の言動で相手が違和感をもっていそうと感じた
ら、自身のアンコンシャス・バイアスから出た言動で相
手を傷つけたのではないかと振り返ってみてください。

③自分の思い込みに気付く
　自分の行動や言動に対して、それが思い込みによるも
のかどうか自分自身に問いかけながら、自分の考え方や
物の見方を振り返ってみましょう。

アンコンシャス・バイアスを
減らす３つのポイント

引
用
：
「
無
意
識
の
思
い
込
み( 

ア

　
　
　

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス) 　

　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

　
　
　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局



（5） 令和６年１２月２５日　広報すみた（5） 令和６年１２月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年１２月２５日 （4）広報すみた　令和６年１２月２５日 （4）

　これまでの町の取り組みについて、町民の皆さまがどのように
感じているのか満足度と重要度をお聞きしました。重要度は、選
択肢のうち「とても重要」「重要」と回答した方の割合です。

Ｑ . 各取り組み
　　 への満足度は？

「町総合計画」の事業評価アンケート結果 町総合計画に関する
アンケート結果をお知らせします

ア
ン
ケ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
結
果
か
ら
…

「住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」 
と回答した理由 ( 複数回答あり )

「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」
と回答した理由 ( 複数回答あり )

0 20 40 60 80 100 120 140 160

川や緑などの自然

安心して生活できる

生活環境、清潔具合

道路や交通の便がいい

医療の充実具合

保健・福祉が充実している

教育環境

買い物が便利

ふれあいや連帯感がある

生活・芸術文化が高い

町に活気がある

その他

川や緑などの自然

安心して生活できない

生活環境、清潔具合

道路や交通の便が悪い

医療の充実具合

保健・福祉が充実していない

教育環境

買い物が不便

ふれあいや連帯感がない

生活・芸術文化が低い

町に活気がない

その他

0 20 40 60 80 100 120 140 160

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚を望む方への支援

子どもを望んでいる方への支援

妊娠中から出産までの支援

子育て支援

保育環境

国際教育の推進

森林環境学習の推進

住田高校魅力化への支援

各年代にあわせた講座の開催

健康づくりの推進

医療環境・体制の整備

高齢者福祉

障がい者福祉

児童福祉

介護予防・介護保険サービス

住宅新築の支援

住宅リフォームの支援

空き家・空き地の登録と紹介

公共交通体制の整備

買い物の便利さ

道路環境の維持・管理

防災体制の整備

各地区の活動への支援

住民活動団体への支援

移住者・外国人居住者が溶け込みやすい環境づくり

関係人口の拡大と交流

芸術や文化に触れられる環境づくり

スポーツを楽しむことのできる環境づくり

農業の担い手への支援

起業への支援

川上から川下までの林業振興

鳥獣害対策への支援

特産品の開発への支援

観光の推進

再生可能エネルギーの推進

■満足・やや満足　■不満・やや不満　■わからない・未記入　　　　重要度

町の歴史や文化財の保護・活用

50% 60% 70% 80% 90% 100%40%

結婚・子育て

教育

健康・福祉・介護

生活環境・社会基盤・安全

コミュニティ

スポーツ・文化

農・林・商工観光業

エネルギー

　

現
在
の
町
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
、
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い

る
方
と
住
み
に
く
い
と
感
じ
て

い
る
方
は
、
約
半
分
ず
つ
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
実
施
し
た
同
様
の
ア
ン
ケ
ー

ト
と
比
較
す
る
と
、
住
み
や
す

い
と
感
じ
て
い
る
方
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
み
に
く
い
と
感
じ
て
い
る

方
の
理
由
と
し
て
は
「
買
い
物

が
不
便
」「
道
路
や
交
通
の
便

が
悪
い
」「
医
療
の
充
実
具
合
」

が
主
に
挙
げ
ら
れ
、
長
年
の
課

題
で
あ
る
項
目
に
対
す
る
対
応

を
求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
由
記
述
に
お
い

て
は
、産
業
振
興
や
雇
用
対
策
、

交
通
対
策
、
保
健
分
野
の
充
実

な
ど
を
期
待
す
る
声
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
で

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
声
を
も

と
に
各
種
施
策
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
本
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
る
町
総
合
計
画
の
各

種
施
策
の
効
果
検
証
を
行
い
な

が
ら
、
次
期
総
合
計
画
へ
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　町では、将来にわたって活力ある「住田町」を維持し、
人口減少を最小限とするために、令和２年５月に「町総
合計画」を策定しました。
　本計画について、これまでの取り組みがどうだったの
かを町民の皆さまに評価していただき、その皆さまの声
を町政に反映させるために、毎年アンケート調査を実施
しています。
　ここでは今年度の調査結果についてお知らせします。
■調査対象者
　1,110 人
　令和６年７月11日現在で、18歳から74歳までの
　町民から４割を無作為抽出
■回答者
　388人（回収率35.0％）

単位：人 単位：人

※満足度について、小数点第２位で四捨五入しているため、合計が 100％にならない項目があります。

無回答2.3%

住みやすい
6.7%

どちらかと
いえば住み
やすい
44.8%

どちらかと
いえば住み
にくい
33.3%

住みにくい
12.9%

★問い合わせ　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

Ｑ . 現在の住田町の「住みや　
　　すさ」はいかがですか？
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（7） 令和６年１２月２５日　広報すみた（7） 令和６年１２月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年１２月２５日 （6）広報すみた　令和６年１２月２５日 （6）

保　健　だ　よ　り保　健　だ　よ　り

　

11
月
10
日
、
住
田
中
学
校(

遠
山
秀
樹

校
長)

総
合
文
化
部
が
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
琴
伝
流
大
正
琴
第
27
回
東
北
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
部
員
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
同
部
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏

は
こ
の
大
会
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
部
員
10
名
が
参
加
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
第
９
番
「
歓
喜
の
歌
」
と
「
世

界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
演
奏
。
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
一
体
感
の
あ

る
音
色
で
、
訪
れ
て
い
た
観
客
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　

演
奏
を
終
え
、
紺
野
真
帆
部
長
は
「
今

ま
で
よ
り
も
特
別
な
思
い
で
こ
の
大
会
に

臨
ん
だ
。
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
フ

ァ
ン
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て

演
奏
で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
大
正
琴
の
ほ
か
絵
画
や
写
真

な
ど
部
員
お
の
お
の
の
特
技
に
あ
っ
た
活

動
を
行
い
ま
す
。

▲素敵な演奏を披露してくれました

　

補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
左
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計（第６号） 4,241万7千円 53億9,269万5千円

特別
会計

国民健康保険（第３号） 49万9千円 7億7,715万6千円

介護保険（第２号） 保険事業 102万4千円 10億3,332万8千円

企業
会計

簡易水道事業会計
（第３号） 収益的支出 ▲126万6千円 1億4,071万3千円

下水道事業会計
（第１号） 収益的支出 ▲106万5千円 1億423万3千円

　　　

次
の
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
を

報
告
し
ま
し
た
。

▼
子
ど
も
、
妊
産
婦
及
び
重
度
心
身
障
害

　

者
医
療
費
給
付
条
例

▼
住
田
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
給
付
条

　

例

　

次
の
一
部
改
正
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▼
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及

　

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

▼
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

　

弁
償
に
関
す
る
条
例

▼
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

　

償
等
に
関
す
る
条
例

▼
住
田
町
防
災
会
議
条
例

▼
住
田
町
監
査
委
員
条
例
等

▼
住
田
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　

す
る
条
例

▼
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
等
の
設
置
及
び
管

　

理
に
関
す
る
条
例

報

告

報

告

議

決

議

決

12
月
議
会
定
例
会

補
正
予
算

補
正
予
算

しっかり食べて健康な体を作りましょう
　年末年始は忘年会やお正月などのイベントが多く、美味しい料理やお酒を楽しむ機会が増えます。しか
し、食事内容が偏るなど、食生活や生活リズムの乱れから体重が増えやすい時期でもあります。
●肥満の原因は、摂取カロリーだけではありません

　体重の増減は、摂取エネルギーと消費エネルギーの差で決まります。
　昔の肥満はただ単に「食べ過ぎ」によるものでしたが、近年、和食中心の食事から洋食化が進み、外食
やスーパー、コンビニなどでの惣菜や弁当の利用が増えた結果、肥満の原因は、摂取カロリーだけでなく、
食事の質が関係していることが分かってきました。

●食事の質を見直してみましょう

　食べる量を減らして減量しようとすると、一度体重は減りますが、代謝が下がり太りやすくなります。
また、必要な栄養素も摂れないため疲れやすく、体調も崩れやすくなります。このことから、しっかり食
べて代謝をアップした上で、消費エネルギーを増やし減量した方が効率もよく、リバウンドしにくくなり
ます。
　近年注目されているのが、しっかり食べて太りにくい体をつくる「スマート和食」です。以下のポイン
トを実践し、栄養バランスの取れた「スマート和食」メニューを目指しましょう。
●「スマート和食」の３つのポイント

　

★問い合わせ　保健福祉課　健康推進係　☎ 46-3862

Ｑカロリーが高い食事はどちらでしょうか？

実は、同じ約 600 キロカロリーの食事です !

カロリーは同じでも
栄養バランスが違う！
つまり・・・
＝栄養の「質」が違う！

住田中総合文化部が
公式での最後の演奏を終える

①脂質を減らしながら、筋肉の材料となるタンパク質を
　摂りましょう。
②糖質を摂取するときは、血糖値の上昇を抑えるため食
　物繊維と一緒に食べましょう。
③飽和脂肪酸 (肉や乳製品に多く含まれる )は減らし、
　内臓脂肪になりにくいオメガ３(青魚に多く含まれる
　ＤＨＡ、ＥＰＡなど )を積極的に摂りましょう。

むし歯ゼロのすこやかちゃん～ 12 月健診結果から～

【１歳６カ月児】
　佐々木　彩

い ろ は

颯　くん(奥火の土)　　　横澤　薫
かおる

　くん(清水沢)
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まちのホットな話題ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！

　

12
月
４
日
、
世
田
米
小
学
校(

鹿
糠
博

子
校
長)

の
５
年
生
21
人
を
対
象
に
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な

ど
を
教
え
る
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
夢
の
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
経
歴
を
持
つ
元
水
泳
選
手

の
伊
藤
俊
介
さ
ん
を
夢
先
生
に
迎
え
、
体

育
館
で
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し
た

後
、
教
室
に
移
動
し
、
伊
藤
さ
ん
の
挑
戦

し
失
敗
を
重
ね
た
経
験
談
や
夢
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
授
業
を

通
じ
て
自
分
自
身
の
夢
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。

▲夢に向かって、あきらめずに努力する
大切さを伝えていました

まちのホットな話題 ＳＵＭＩＴＡうおっちんぐ！

夢
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
教
え
る

　

12
月
１
日
、
農
林
会
館
大
ホ
ー
ル
で
歳

末
た
す
け
あ
い
芸
能
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
約
３
２
０
人
が
訪
れ
、
多

彩
な
演
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
芸
能
祭
は
、
歌
や
踊
り
を
楽
し
み

な
が
ら
、
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
に
協
力

す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
全
20

団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
住

田
高
校
ダ
ン
ス
同
窓
会
は
「
ダ
ン
シ
ン
グ

ヒ
ー
ロ
ー
」「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
に
合
わ
せ
て

軽
快
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
益
金
は
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
に
寄
付
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
福
祉
の
充
実
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。 支

え
合
い
の
心
忘
れ
ず
に

歳
末
た
す
け
あ
い
芸
能
祭

▲世田米学童クラブも加わり、ステージを
盛り上げた住田高校ダンス同好会

　

11
月
29
日
、
世
田
米
小
学
校(

鹿
糠
博

子
校
長)

と
有
住
小
学
校(

新
沼
健
校

長)

の
両
校
の
地
域
創
造
学
発
表
交
流
会

が
町
農
林
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
学
期
ご
と
に
各
学
校

で
調
べ
た
地
域
の
良
さ
を
合
同
で
発
表
し

合
い
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
で
、
町
全
体

の
良
さ
に
つ
い
て
、
と
も
に
理
解
を
深
め

よ
う
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

世
田
米
小
の
児
童
た
ち
は
「
光
勝
寺
」

「
蔵
並
み
」、
有
住
小
の
児
童
た
ち
は
「
め

が
ね
橋
」「
蔵
王
洞
窟
遺
跡
」
な
ど
の
地

域
の
魅
力
を
発
表
し
た
ほ
か
、
発
表
で
は

ク
イ
ズ
を
通
じ
て
両
校
の
児
童
た
ち
は
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲お互いの発表を真剣に聞く児童たち

町
内
の
小
学
校
児
童
が

地
域
の
良
さ
発
表
し
合
う

　

12
月
11
日
、
住
田
中
学
校(

遠
山
秀
樹

校
長)

で
地
域
創
造
学
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
地
域
創
造
学
の
取
り

組
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
「
理
由
や
根

拠
を
明
確
に
し
て
表
現
す
る
力
」
を
育
て

よ
う
と
開
催
。
生
徒
た
ち
の
ほ
か
住
田
高

校
生
も
加
わ
り
、
食
や
自
然
な
ど
約
60
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
発
表
が
各
教
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
原
颯
真
さ
ん(

２
年)

は

「
住
田
町
の
ゴ
ミ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
町

の
ご
み
問
題
に
触
れ
「
ポ
イ
捨
て
さ
れ
や

す
い
川
に
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
を
立
て
て
ポ

イ
捨
て
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

１
年
の
研
究
を
振
り
返
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

▲取り組みの成果を発表する生徒

　

12
月
16
日
、
町
内
の
小
中
高
校
で
住
田

フ
ー
ズ
㈱(

加
納
雄
三
代
表
取
締
役
社

長)

が
無
償
提
供
し
た
鶏
肉
を
使
っ
た
給

食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
校
で
は
、こ
の
提
供
に
合
わ
せ
て「
ク

リ
ス
マ
ス
給
食
会
」
と
銘
打
ち
、
地
産
地

消
の
取
り
組
み
や
町
の
産
業
へ
の
関
心
を

高
め
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
有
住
小
学
校(

新
沼
健
校

長)

で
は
、
６
年
生
15
人
の
教
室
に
ブ
ロ

イ
ラ
ー
生
産
部
会
の
水
野
勝
部
会
長
や
住

田
フ
ー
ズ
生
産
部
の
江
幡
麻
代
さ
ん
ら
が

訪
問
し
、
児
童
た
ち
と
会
食
。

　

児
童
た
ち
は
「
柔
ら
か
く
て
食
べ
や
す

い
」
と
言
い
な
が
ら
、
鶏
肉
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

▲鶏肉にかぶりつく児童たち

町
産
食
材
を
堪
能

ク
リ
ス
マ
ス
給
食
会

　

12
月
14
日
、
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
杣
遊
会(

佐
藤
清
司
会
長)

が
火
石
地
内
に
あ
る
作
業
場
で
来
年
の
干

支
・
蛇
の
作
品
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
を
通

じ
た
街
並
み
整
備
や
作
品
の
特
産
品
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
年
末
の
干
支
作

品
の
制
作
は
今
年
で
14
年
目
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
日
は
４
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
下

書
き
し
た
丸
太
を
材
料
に
豪
快
に
全
体
の

輪
郭
を
豪
快
に
削
っ
た
後
、
見
事
な
手
つ

き
で
細
部
を
彫
っ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
「
蛇
の
よ
う
に
福
を
巻
き

込
み
ん
で
い
き
な
が
ら
良
い
１
年
に
な
っ

て
ほ
し
い
」と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

杣
遊
会
が
来
年
の

干
支
作
品
を
制
作

▲願いを込めながら制作する会員

　

12
月
11
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
一
般

社
団
法
人
ト
ナ
リ
ノ(

佐
々
木
信
秋
代
表

理
事)

が
主
催
す
る
「
ス
マ
ホ
教
室
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用

で
き
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
間
に
生

ま
れ
る
情
報
格
差
を
解
消
し
よ
う
と
総
務

省
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
の
教
室
に
は
８
人
が
参
加
し
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
地
図
ア
プ
リ
な
ど
の
使
い
方

を
学
び
、
参
加
者
か
ら
は
「
便
利
な
機
能

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」「
早
速
家
族
に

連
絡
を
取
り
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

▲講師のサポートを受けながら
操作方法を学んでいました

ス
マ
ホ
を
よ
り
身
近
に

操
作
の
不
安
解
消
へ

　

12
月
18
日
、
下
有
住
地
区
公
民
館
で
下

有
住
い
き
い
き
活
動
協
議
会
（
吉
田
次
男

会
長
）
主
催
の
「
そ
ば
打
ち
交
流
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
下
有
住
地
域
の
遊
休
農

地
を
活
用
し
て
そ
ば
を
栽
培
・
収
穫
し
、

毎
年
そ
ば
打
ち
交
流
会
を
開
い
て
手
打
ち

な
ら
で
は
の
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
計
６
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
初
日
の
こ
の
日
は
３
人
が
参
加
。

　

参
加
者
は
、
生
地
の
こ
ね
方
や
伸
ば
し

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
そ
ば
作
り
を
行
い
、
出
来
上
が
っ
た

そ
ば
は
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
食

感
を
堪
能
し
ま
し
た
。

地
域
の
恵
み
活
か
し
て

そ
ば
打
ち
交
流
会

▲慣れた手つきでそばを切る参加者
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【
邦
楽
】

■
第
36
回
南
部
牛
追
唄
全
国
大
会

　

優
勝　

及
川　

久
美
子

　

曲
目　

南
部
牛
追
唄

【
詩
吟
】

■
第
77
回
岩
手
芸
術
祭　

吟
剣
詩
舞
道
祭　
　
　
　

　

推
薦
吟　

村
上　

武
也

　

曲
目　

夜
墨
水
を
下
る

【
書
道
】

■
第
60
回
創
玄
展　

詩
文
書
部

　

特
選　

髙
橋　

瑶
春

　

作
品　

雪
渡
り

■
岩
手
の
書
道
選
抜
百
人
展

　

日
報
大
賞　

千
葉　

露
水

　

作
品　

陽
炎
座

　

推
薦
賞　

髙
橋　

瑶
春

　

作
品　

清
朗

■
気
仙
芸
術
祭
第
37
回
美
術
展

　

佳
作　

日
野　

鶯
華

　

作
品　

父
と
娘　

【
絵
画
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
37
回
美
術
展

　

佳
作　

松
田　

さ
よ
子

　

作
品　

初
雪
の
朝

　

佳
作　

菅
野　

敦
子

　

作
品　

コ
ロ
Ⅰ

【
写
真
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
37
回
美
術
展

　

奨
励
賞　

藤
井　

全
子

　

作
品　

夕
焼
け
小
焼
け

　

奨
励
賞　

菊
池　

和
子

　

作
品　

94
歳
の
花
嫁

【
俳
句
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
文
芸
祭

　

秀
逸　

紺
野　

信
江

　
　

秋
の
夜
に
宮
部
み
ゆ
き
とダ

ー
ジ
リ
ン

　

佳
作　

藤
井　

ま
さ
こ

　
　

青
鷺
や
銘
刀
の
ご
と
飛
ぶ
水
面

【
短
歌
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
文
芸
祭

　

最
優
秀
賞　

菅
野　

こ
ず
え

　
　

色
褪
せ
し
古
き
手
帖
に
残
り
を
り

「
蛍
が
満
開
」
亡
き
子
の
言
葉

　

優
秀
賞　

佐
々
木　

利
子

　
　

田
植
後
の
捕
植
を
す
れ
ど
年
々
に

靴
抜
け
難
く
わ
れ
は
疲
る
る

【
川
柳
】

■
全
日
本
川
柳
協
会　

令
和
柳
多
留　

第
５
集
26
号

　

入
選　

紺
野　

江
久
子

　
　

青
空
に
介
護
の
疲
れ
癒
え
て
消
え

　

他
１
句

■
第
77
回
岩
手
芸
術
祭

「
県
民
文
芸
作
品
第
55
集
」

　

佳
作　

紺
野　

江
久
子

　
　

入
選
５
句

■
第
68
回
岩
手
県
川
柳
大
会

　

佳
作　

菅
野　

と
み
子

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
す
べ
て
の
友
へ
只
感
謝

　

他
２
句

　

佳
作　

大
和
田　

純
子

　
　

タ
ン
ス
の
奥
仕
付
け
の
ま
ま
の

　

一
張
羅　

他
２
句

　

佳
作　

多
田　

教
子

　
　

永
遠
の
眠
り
は
ま
だ
と
追
い
返
す　

　

佳
作　

菊
池　

曉
子

　
　

服
薬
も
確
か
め
あ
っ
て
眠
る
夜

　

他
１
句

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
文
芸
祭

　

優
秀
賞　

多
田　

教
子

　
　

未
来
あ
る
子
等
か
ら貰

う
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

奨
励
賞　

菊
田　

節
子

　
　

ひ
と
粒
に
掛
け
た
苦
労
が
報
わ
れ
る

　

佳
作　

菊
池　

曉
子

　
　

思
い
出
を
秋
風
つ
れ
て
と
り
に
行
く　

他
２
句

　

佳
作　

大
和
田　

純
子

　
　

母
の
味
妻
に
伝
わ
り
子
が
覚
え

　

他
１
句

　

佳
作　

菅
野　

と
み
子

　
　

防
災
を
学
ん
で
思
う
身
の
整
理

　

他
１
句

　

佳
作　

紺
野　

江
久
子

　
　

辞
書
を
手
にロ

マ
ン
広
が
る
老
い
の
坂

　

佳
作　

多
田　

教
子

　
　

ど
っ
ぷ
り
と家

族
の
愛
に
漬
か
る
老
い

　

佳
作　

泉
田　

す
み
子

　
　

彼
岸
花
音
な
く
消
え
た
真
の
友

【
詩
】

■
第
77
回
岩
手
芸
術
祭
文
芸
祭「詩

の
大
会
」

　

文
芸
祭
賞　

中
舘　

公
一

　
　

ひ
ろ
い
へ
や
で

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
文
芸
祭

　

奨
励
賞　

横
澤　

和
司

　
　

書
く
の
は

【
小
説
・
童
話
・
掌
編
】

■
気
仙
芸
術
祭
第
38
回
文
芸
祭

　

優
秀
賞　

紺
野　

清
美

　
　

ま
ほ
う
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

町
芸
術
文
化
団
体
・
個
人

令
和
６
年
受
賞
者
紹
介

▲陽炎座

★
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係　

☎
46-

３
８
６
３

車種 窓口

軽四輪（乗用・貨物用） 軽自動車検査協会岩手事務所
（盛岡市湯沢 16-15-10） ☎ 050-3816-1833

二輪の軽自動車（126cc ～ 250cc）
二輪の小型自動車（251cc 以上）

東北運輸局岩手運輸支局
（矢巾町流通センター南２丁目８－５） ☎ 050-5540-2010

原動機付自転車（50cc ～ 125cc）
小型特殊自動車（農耕用・その他） 役場住民税務課 ☎ 46-2113

　次に該当する方は、速やかに廃車や名義変更などの手続きをしてください。
　　①車を譲ったが、名義変更の手続きをしていない方
　　②町外から転入または町外へ転出したが、住所変更していない方
　　③軽自動車などの所有者が死亡したが、廃車や名義変更の手続きをしていない方
　なお、車種ごとの窓口は以下のとおりです。

軽自動車などの廃車・名義変更等手続きのお願い
（軽自動車税は４月１日の所有者に課税されます）

水道管の凍結に注意してください
　気温がマイナス４℃を下回ると、水道水は凍結
しやすくなります。水道水が凍結すると水が出な
くなるのはもちろん、水道管が破裂する恐れもあ
り、解氷作業や水道管の修繕に多額の費用がかか
ってしまうこともあります。そうならないために
も、気温が低下する冬場の夜間や長期間水道を使
用しない場合などは、必ず水抜きをし、水道管の
凍結防止に努めましょう。
■こんなときは特に注意
・ 最低気温がマイナス４℃ 以下になるとき
・ 長期間水道を使用しないとき
・ 真冬日が続いたとき
・ 水道管が北向きの日陰や風に当たりやすい場所
　にあるとき

■水道管が凍結、破損してしまった場合
　凍結したところにタオルをかぶせ、その上から
ゆっくりぬるま湯をかけて溶かしてください。熱
湯をかけると水道管が破裂する恐れがあります。
万が一ご家庭の水道管が破損してしまった場合
は、水抜き栓を閉め、町簡易水道指定給水工事事
業者にご相談ください。
　町簡易水道指定給水工事事業者の一覧は、町
ホームページの「上下水道のご案内」に掲載して
いますので、ご確認ください。
■町内の指定給水工事事業者
　株式会社佐々木鉄工所　☎ 48-2658
　多田商店　　　　　　　☎ 46-2022
　松田水道サービス　　　☎ 48-2206
★問い合わせ　建設課　☎ 46-2115

　

世
田
米
地
区(

大
股
を
除

く)

に
森
林
を
所
有
す
る
皆
さ

ま
に
、
森
林
の
管
理
状
況
や
今

後
の
意
向
に
つ
い
て
伺
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

　

年
末
年
始
、
ご
家
族
が
揃
う

機
会
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
き

っ
か
け
に
、
所
有
す
る
森
林
を

今
後
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い

く
か
、
一
度
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
対
象
者

　

世
田
米
地
区
に
森
林
を
所
有

　

す
る
方

■
回
答
方
法

　

対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
答
期
日

　

令
和
７
年
１
月
31
日（
金
）

★
問
い
合
わ
せ

　

林
政
課　

☎
46-

３
８
６
８

森
林
所
有
者
意
向
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

林
政
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

★問い合わせ　住民税務課　☎ 46-2113

▲夕焼け小焼け

※手続きの代行について
　二輪車（126cc 以上）、三輪・四輪の軽自動車（660cc 以下のもの）で必要な手続きを岩手県自
家用自動車協会大船渡支部（有料）で代行できます。



（13） 令和６年１２月２５日　広報すみた（13） 令和６年１２月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年１２月２５日 （12）広報すみた　令和６年１２月２５日 （12）

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

　大船渡保健所では、専門の医師によるこころの
健康相談を開催します。
■日時　令和７年１月 16 日（木）　14 時～ 16 時
■会場　大船渡保健所
■その他
　相談は予約制で、費用は無料です。
★問い合わせ　
　大船渡保健所　保健課　 ☎27‐9922

国民年金などに関する相談（１月分）

　一関年金事務所では、下表のとおり相談会を開
催します。予約制のため、相談を希望する方は開
催日の前日までにお申込みください。

　

★問い合わせ
　一関年金事務所お客様相談室  ☎0191-23-4246

会場 開催日 開催時間

奥州市役所 (本庁 ) ９日（木） 10時～15時30分

大船渡市役所 30日（木） 10時30分～
15時30分

こころの健康相談（１月分）

各税納期限のお知らせ
令和７年１月31日納期限
(口座振替１月27日)

　町県民税（４期）
　国民健康保険税（７期）
　後期高齢者医療保険料（７期）
　介護保険料(７期)

１/23 ～ 25 日 ( ３日間 )
遠野ドライビングスクール

◆新春特別企画番組「令和６年度世田米保育園・有住保育園　生活発表会」

　園児たちの可愛らしいステージの数々。家族そろってお楽しみください。
　初回放送　令和７年１月１日（水）①有住保育園　13 時～　②世田米保育園　15 時～

◆町民の皆さまへ　「町長・町議会議長　新春のごあいさつ」

　神田町長と佐々木町議会議長より、新春のごあいさつを申し上げます。
　放送期間　令和７年１月１日（水）～１月３日（金）

◆年末特別企画　「住田の 2024」

　神田町長と 2024 年を振り返ります。
　放送期間　12月28日（土）～31日（火）

住田テレビ年末年始特別番組のお知らせ

　10 月 27 日より、岩手県最低賃金が改正さ
れ、岩手県内で働くすべての労働者に適用さ
れます。各種助成金も活用ください。詳しく
は岩手労働局ＨＰを確認ください。
■改正時間額　952 円
★問い合わせ
　岩手労働局労働基準部賃金室

　☎ 019-604-3008

岩手県最低賃金が改正されました

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補補聴聴器器相相談談会会開開催催！！  
住住田田町町農農林林会会館館  

八八日日町町集集会会セセンンタターー  

1100：：0000かからら 1122：：0000  

1144：：0000かからら 1155：：0000  

11月月 1155日日（（水水））  

補補聴聴器器購購入入費費助助成成制制度度、、医医療療費費控控除除ののごご相相談談もも承承っってておおりりまますす！！  

㈱㈱愛愛ネネッットト補補聴聴器器  

愛愛ネネッットト補補聴聴器器はは耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科とと連連携携ののううええ補補聴聴器器装装用用ををおおすすすすめめししてておおりりまますす  

 

〒〒002222--00000033  
大大船船渡渡市市盛盛町町字字木木町町 1133--55  

定定休休日日：：火火曜曜日日  

  00119922--4477--33331144  

営営業業時時間間：：1100：：0000～～1188：：0000  

令和６年度大船渡地方農業振興大会
開催のお知らせ

■日時　令和７年１月 22 日（水）
　　　　13 時 30 分～ 15 時 40 分
　　　　※受付は 13 時から行います
■会場　住田町農林会館　大ホール
■内容　(1) 農業奨励賞表彰
　　　　(2) 講演
　　　　　『温暖化に伴う病害虫の

発生状況について』
　　　　　岩手県病害虫防除所

　　　　　所長　　大友令史　氏
■費用　無料
■参加締切　令和７年１月 14 日（火）
★申し込み・問い合わせ
　役場農政商工課　☎ 46-3861

　大船渡税務署では、次のとおり申告書作成会場
を開設します。
■開設期間 令和７年２月 17 日（月）
　　　　　　　～３月 17 日（月）
　　　　　　　※土、日、祝日を除く
■開設時間 ９時～ 17 時
■備考
・ スマホ（またはパソコン）とマイナンバーカー
　ドを利用して、自宅から e-Tax で 24 時間申告
　することができますので、是非ご利用ください
・ 申告書作成会場の混雑緩和のため、入場される
　際は「入場整理券」が必要です。入場整理券は、
　当日配付（配付状況に応じて、　後日の来場を
　お願いすることがあります。）とＬＩＮＥによ
　る事前発行（事前発行可能期間が設けられてい
　ます。）があります
★問い合わせ　大船渡税務署　☎ 26-3481

確定申告のお知らせ

「いちご狩り体験＆三陸の恵み
ランチde交流会」開催のお知らせ

■日時　　　
　令和７年２月 16 日（日）
　10 時 30 分～ 15 時（受付 10 時～）
■会場　　　
　キャピタルホテル 1000
　（陸前高田市高田町字長砂 60-1）
■内容　　　
・ いちご狩り体験
・ 牡蠣や帆立を使ったランチ
・ テーブルトーク　など
■参加対象　
男性：沿岸９市町村に居住する
　　　20 歳以上 45 歳以下の独身の方
女性：20 歳以上 45 歳以下の独身の方
　　　（地域制限なし）
■募集人数　男女各 10 名
■参加費　　
　男性：2,000 円　女性：500 円
■申込期限　１月 31 日（金）17 時まで
■申込方法　
　下記ＱＲコードまたは電話でお申し込みくださ
い。
■その他
・ 女性参加者限定で、会場までの無料送迎または
　交通費の支給
・ マッチングしたカップルには、5,000 円相当の
　お食事券プレゼント
■申込・問い合わせ
　一般社団法人婚活支援おせっ会　
　☎ 0198-29-4192



（15） 令和６年１２月２５日　広報すみた（15） 令和６年１２月２５日　広報すみた 広報すみた　令和６年１２月２５日 （14）広報すみた　令和６年１２月２５日 （14）

お知らせ ※行事の予定については、 各世帯に配布した「 健康とくらしの予定表」 でご確認ください。

蜜蜂の飼育には届出が必要です

日にち 燃えるごみ 燃えないごみ 一般持ち込み 事業系持ち込み

12月30日（月）
通常どおり収集 収集地域なし

通常どおり受付
通常どおり受付

12月31日（火）

休み

令和７年１月１日（水）

休み※① 休み※②

休み

１月２日（木）

１月３日（金）

１月４日（土）
休み 休み

１月５日（日）

１月６日（月） 通常どおり収集 通常どおり収集 通常どおり収集 通常どおり受付

年末年始期間中のごみの収集について

　養蜂振興法に基づき、蜜蜂を飼育する方は、趣味で飼育する場合も含め、毎年１月 31 日までに知事へ届
け出る必要があります。
　また、上記の届出は、住所地を所管する広域振興局長へ提出することとなっていますので、お近くの広域
振興局農政 (林 )部に提出してください。
　なお、届出の様式は、岩手県公式ホームページの様式をダウンロードしてご利用ください。
★問い合わせ　岩手県農林水産部畜産課振興・衛生担当　☎ 019-629-5725

住所 氏名 年齢 世帯主
山 谷 菅　野　京　子 87 本人

田 畑 野　呂　ハル子 78 徹

日 向 瀨　川　カツノ 93 本人

川 向 佐　藤　富壽子 92 清司

清 水 沢 佐々木　雄　己 86 達也

畷 畑 泉　　　彰 76 剛

高 瀬 佐々木　サダ子 99 幹男

中 上 佐　藤　節　子 82 拓光

小 台 水　野　萬　藏 79 トモ

宇 南 田 松　田　久　平 89 陽子

お悔やみ申し上げます

お祝いお悔やみ
11 月届出分（敬称略）

住田町公式Youtube チャンネル
の登録をお願いします

　町ケーブルテレビ「住田テレビ」
の番組の一部を町公式 YouTube チャ
ンネルで配信しています。ぜひご覧
ください！
★問い合わせ　企画財政課　企画調査係　☎ 46-2114

交通安全情報 11月末日現在
（　）内は年累計

人 身 事 故

物 損 事 故

飲酒運転検挙者

１件（８件）

13 件（97 件）

０人（１人）

日 医療機関名 地区 電話番号
１日（水） 菅野歯科医院 世田米 46-2345
２日（木） 橋爪歯科医院 大船渡 27-8282
３日（金） いいだ歯科クリニック 大船渡 26-0082
５日（日） 広田歯科医院 米﨑 47-3393
12日（日） 細川歯科医院 大船渡 27-4158
13日（月） 及川歯科医院 盛 27-5582
19日（日） 広沢歯科医院 盛 27-4310
26日（日） 大船渡市国保歯科診療所 三陸 42-3228

気仙歯科医師会 診療時間…9：00 ～ 12：00

日 医療機関名 地区 電話番号
１日（水） 菊池医院 大船渡 21-1620
２日（木） 滝田医院 末崎 29-3108
３日（金） えんどう消化器内科クリニック 猪川 21-1555
５日（日） 飯塚眼科医院 盛 21-3011
12日（日） いとう耳鼻咽喉科クリニック 猪川 21-1333
13日（月） 松原クリニック 高田 53-1721
19日（日） 国保二又診療所 矢作 58-2220
26日（日） 及川皮膚科クリニック 猪川 21-1227

気仙医師会 診療時間…9：00 ～ 17：00

１

住田町世田米字川向 34-3 ☎ 46-2483

■日時　①令和７年１月８日（水）、15日（水）
　　　　②１月29日（水）
■時間　10時～12時
■場所　①ハローワーク大船渡会議室
　　　　②住田町生活改善センター研修室
■対象者　
　15～49歳のこれから働きたい、もしくは就職活
　動中の人やそのご家族、関係者
★問い合わせ
　いちのせき若者サポートステーション
　おおふなとルーム　 ☎080-8219-4001

就職相談会のお知らせ

住所 氏名
火 の 土 　 菊　池　一　也　♥　　藍　星

ご結婚おめでとう

■燃えるごみについて
　12月30日（月）・31日（火）は通常どおり収集し、令
和７年１月１日（水）～３日（金）は収集しません。
※①週１回収集地域となっている以下の地域は、
１月３日（金）に収集します。
　【世田米】梅の木～大平～下在～柿内沢
　　　　　～合地沢～大股～小股～種山
　【有　住】火の土～新切～新田～坂本～大洞
■燃えないごみについて
　12月30日（月）～令和７年１月３日（木）は収集し
ません。
※②令和７年１月１日（水）・２日（木）が月１回収

集地域となっている以下の地域は、１月３日（水）
に収集します。
　【世田米】曙～中沢 (旧：上代医院付近～中沢 )
　【有　住】新切～平沢～新田、小台～月山
■一般持ち込み・事業系持ち込み
　令和６年は、12月30日（月）まで通常どおり受付
し、12月31日（火）は、一般持ち込みの受付を休み、
事業系持ち込みのみを受付します。
　令和７年は１月１日（水）～５日（日）まで受付を
休み、６日（月）から受付します。
★問い合わせ　
　大船渡地区環境衛生組合　☎ 26-4739
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年
末
年
始
は
何
か
と
楽

し
い
行
事
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
私
も
年
明
け

の
正
月
太
り
が
心
配
で

す
。
年
明
け
の
私
を
見

て
、
太
っ
た
と
感
じ
た

方
は
、
た
だ
厚
着
し
て

い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。《
遠
山
》

保
健
だ
よ
り

で
皆
さ
ん
に

注
意
喚
起
し

ま
し
た
が
、

おいしく＆ヘルシー　減塩レシピ
◇高血圧や糖尿病などの生活習慣病を予防するおすすめ料
理を紹介します！！

★問い合わせ　
　保健福祉課　☎ 46-3862

豆
腐
と
え
び
の

茶
巾
し
ぼ
り

お
正
月
向
け
の
お
料
理
に
！

4,687 人

2,071 世帯

2,319 人（-１）

2,368 人（+４）

（+３）

（+９）

町民の動き 11 月末日現在※（　）内は前月比

人　口

世帯数

男

女
　

畑
で
採
れ
た
良
質
の
た
ん
ぱ

く
質
「
豆
腐
」
を
活
用
し
た
簡

単
な
お
も
て
な
し
料
理
で
す
。

　

香
味
野
菜
や
だ
し
汁
を
上
手

に
使
用
す
る
こ
と
で
、
塩
分
を

抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

お
正
月
の
お
も
て
な
し
用

に
、
柚
子
の
せ
ん
切
り
を
添
え

て
も
美
味
し
い
で
す
！

【作り方】
①豆腐はボールに入れて粗く
　つぶし、生しいたけは、み
　じん切りにする。
②①に塩・片栗粉を加えてよ
　く混ぜ合わせ、４等分して
　ラップに置き、一番上にえ
　びをのせて茶巾に絞る。
③電子レンジで約４～５分蒸
　す。
④器に③を盛りつけ、薬味を
　添えて、Ａをかける。

《材料》４人分
むきえび（冷凍）　 小４尾
木綿豆腐　　　１　丁
生しいたけ　　２　枚
塩　　　　　　 少々
片栗粉　　　  大さじ１強
だし汁　　　　小さじ４
うす口しょうゆ　　小さじ４
ゆずのしぼり汁　　お好みで

（薬味）
万能ねぎ　　　20　ｇ
生姜のすりおろし　　少々
ゆずの皮（せん切り）　　少々
１人分栄養量　95kcal　
　　　　塩分　0.9g

▲「広報すみた」を
他言語で読めます。

▲住田町ＨＰ

Ａ

　

住
田
中
学
校(

遠
山
秀
樹
校
長)

と
住
田
高
校(

伊
藤
治
子
校
長)

の

各
生
徒
会
が
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
校
内
で
集
め
た
お

金
を
住
田
町
共
同
募
金
委
員
会
（
会

長
・
神
田
謙
一
町
長
）
に
寄
託
し
ま

し
た
。

　

12
月
４
日
に
は
、
町
共
同
募
金
委

員
会
事
務
局
の
町
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
紺
野
勝
利
事
務
局
長
ら
が
住
田

中
学
校
を
訪
問
。
佐
々
木
琉
晟
さ
ん

と
遠
藤
瞳
海
さ
ん
の
両
生
徒
会
長
が

11
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
募
金
活

動
の
ほ
か
、
10
月
の
文
化
祭
で
も
来

校
者
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
集
め
た

約
１
万
４
０
０
０
円
が
手
渡
さ
れ
る

と
、
紺
野
事
務
局
長
は
「
地
域
福
祉

の
た
め
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
17
日
に
は
、
住
田
高

校
生
徒
会
長
の
紺
野
爽
介
さ
ん
と
同

副
会
長
の
鈴
木
楓
さ
ん
が
役
場
を
訪

問
。
紺
野
生
徒
会
長
は
10
月
28
日
か

ら
31
日
ま
で
に
集
め
た
約
８
４
０
０

円
を
「
地
域
で
困
っ
て
い
る
誰
か
の

助
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い
を

伝
え
な
が
ら
、
町
共
同
募
金
委
員
会

長
の
神
田
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

生徒たちからの善意寄せられる　赤い羽根共同募金

▲募金箱を手渡す生徒たち


